
はじめに イミダゾールジペプチド（Imida）とは

イミダゾールジペプチド摂取がバスケットボール選手の
疲労および球技パフォーマンスに与える影響
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カルノシン

カルノシンの経口摂取による効果［先行研究より］

 運動時の筋中pH低下の抑制（緩衝作用）
 運動能力の向上
 運動時の抗疲労効果

研究概要・方法

結果１ 対象者の特性および身体組成、最大酸素摂取量

対象者

サンプル摂取

関東一部リーグ所属
男子大学バスケットボール部員 21名

胸肉由来イミダゾールジペプチド粉末1.5gまたはプラセボ粉末
を通常練習後または試合後に週6日、連続4週間摂取

placebo
(n=10)

imida
(n=11)

p value
(between group)

Age 20.9±0.5 21.3±0.6 n.s

Hight*1 - 185.4±10.4 181.1±10.4 n.s

Weight*1 0w 83.0±14.0 82.1±9.8 n.s
4w 83.4±13.7 82.2±9.7 n.s

Fat %*1 0w 14.0±3.3 15.7±4.1 n.s
4w 14.7±2.6 16.1±4.4 n.s

FFM*1 0w 71.1±10.5 69.0±6.7 n.s
4w 71.0±10.5 68.7±6.4 n.s

Muscle mass*1 0w 67.5±10.0 65.4±6.3 n.s
4w 67.3±10.0 65.2±6.1 n.s

Peak power(W) *2 0w 1303.8±178.6 1249.4±127.6 n.s
4w 1317.7±182.2 1284.9±167.0 n.s

Ave power(W) *2 0w 1146.5±160.3 1065.6±116.8 n.s
4w 1159.4±190.2 1091.0±134.8 n.s

P/kg(W/kg) *2 0w 14.0±1.8 13.1±1.7 n.s
4w 14.0±1.5 13.4±2.2 n.s

placebo
(n=10)

imida
(n=11)

p value
(between group)

総合的VAS*3 0w 4.8±0.7 4.3±0.7 n.s
4w 2.6±0.6 2.4±0.5 n.s

肉体的VAS*3 0w 4.9±0.7 5.3±0.8 n.s
4w 3.2±0.8 2.0±0.6 n.s

精神的VAS*3 0w 2.6±0.7 2.6±0.6 n.s
4w 1.7±0.5 1.7±0.4 n.s

主観的疲労度*4 1w 2.40±0.33 2.45±0.28 n.s
4w 2.28±0.29 1.93±0.29 n.s

0w 15.7±2.9 15.4±2.9 n.s
4w 29.3±9.5 18.5±2.8 n.s

0w 0.071±0.017 0.109±0.023 n.s
4w 0.107±0.010 0.128±0.019 n.s

結果２ 疲労度指標の変化

尿中8-OHdG
（㎍/ml Cre）

唾液コルチゾール
（㎍/dL）

身体組成、最大酸素摂取量においてImida摂取の影響は見られなかった。

*3 Visual Analog scale（客観的疲労度）
*4 Self-ratings of fatigue ：SRF

p < 0.05 p < 0.05

p < 0.05

p < 0.05

*1 TANITA MC-980C, *2 Watt bike

尿中8-OHdG
高値群 (＞16.0)

尿中8-OHdG(0w)測定値の分布
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Pracebo 50 (2) 50 (2) 100 (4)

Imida 0 (0) 100 (6) 100 (6)
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尿中8-OHdG は高値群において、8-OHdGはImida摂取により低下した

Imida摂取により肉体的疲労度と主観的疲労度（SRF)軽減された
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Pracebo 50 (2) 50 (2) 100 (4)

Imida 0 (0) 100 (6) 100 (6)

結果4 フリースロー成功率への影響

フリースロー成功数の変化率フリースロー成功数（20回中）

χ2検定：p = 0.05

χ2検定：p = 0.13
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LINEアプリの投票機能を使用し、毎朝10段階で自己評価を行い、1週間の平均値を示した。
（10段階評価には Merrigan JJ et al., Sports 5(1): 7, 2017  の尺度を日本語訳をして用いた）

weekly average

0．全く疲労なし
1. 超軽度の疲労
2. 適度な疲労感
3. 弱い疲労感
4. 3と5の中間
5. 強い疲労感
6. 5と7の中間
7. かなり強い疲労感
8. 7と10の中間（7に近い）
9. 7と10の中間（10に近い）
10. 最大級の疲労感

Self-ratings of fatigue
（主観的疲労度）

p < 0.05

結果3 尿中 8-OHdG高値群への影響

イミダゾールジペプチド（Imida)の継続的経口摂取が、
バスケットボール選手の疲労や競技パフォーマンスに
与える影響について検討した。

球技パフォーマンスへの
影響は不明

イミダゾールジペプチド（Imida) 1.5g/day

プラセボ（Placebo)

6days/week × 4weeks

N=10

N=11

疲労関連指標、フリースロー成功率、動体視力

KVA動体視力の測定
（直進してくるものを識別する能力）

DVA動体視力の測定
（眼を速く動かせる一般能力）

フリースロー成功数変化率との相関

フリースロー成功数変化は尿中8-OHdG、SRF、動体視力と強い相関を示した

まとめ
①4週間のImida摂取により変化が認められた項目
・ 主観的疲労度（SRF）の低下
・ 尿中8-OHdG：高値群(≧16㎍/ml Cre)〕における低下
・ フリースロー成功率の上昇傾向

②フリースロー成功率と疲労指標や動体視力の強い関連

第74回日本体力医学会大会 2019年9月19日

Maemura et al., Int J Sports Health and Sci, 2006

Peasonの
相関係数

p  value

8-OHdG 0.437 0.048

唾液cortisol -0.320 0.172

総合的VAS 0.506 0.019

精神的VAS 0.154 0.505

肉体的VAS 0.116 0.615

SRF 0.709 < 0.001

KVA動体視力 0.544 0.014

深視力 0.136 0.557

DVA動体視力 0.648 < 0.001

眼と手の協応動作 0.439 0.046

静止視力 -0.292 0.199

* *

眼と手の協応動作
（見たものに素早く反応する能力）

バスケットボール選手におけるImida摂取は、抗疲労効果を有し、
球技パフォーマンスに向上効果をもたらす可能性が期待された。

脊椎動物の骨格筋や脳に高濃度に含まれるジペプチドの総称。
特に、鶏胸肉に豊富に含まれるイミダゾールジペプチドであるカルノシンは、
抗酸化能や緩衝能を持つ。
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